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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

感染しにくい環境を整備し、新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止に努める 

 

（２）実施内容 

 

  

≪空気清浄機能付温冷風機≫ 

玄関ホール及び入居施設各階の共同生活室へ

設置。 

換気を行うため、室温を調整するとともに空

気清浄も同時に実施。 

≪オゾン空気清浄脱臭器≫ 

入居施設各階の共同生活室へ設置。 

人が集まりやすい共同生活室へ常時設置し、

24時間運転を行いオゾンによる空気清浄と

脱臭を実施。 

  

≪二酸化炭素濃度測定器≫ 

デイサービスにて使用。 

人が密集しやすいため、CO2濃度を測定し、換

気の目安として利用。 

≪サーキュレーター≫ 

デイサービスのホールへ設置。 

室内の空気を循環させるために使用。 
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≪給湯器付自動水栓≫ 

デイサービスの手洗いとして設置。 

蛇口に触れることなく衛生的に手洗いが可

能。また、給湯も兼ねているため、冬場の

水が冷たい時期でもしっかりと手洗いが可

能。 

≪サーモカメラ≫ 

施設玄関ホールへ設置。来場者の検温をその

場で行い、熱が高い方の入場を防ぐ。また、

誰でも簡単に実施でき、スピーディに検温で

きるため、密になることを防ぐ。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

新型コロナウイルスの感染予防及び感染時の拡大防止効果が得られる 


